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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホームオートメーションシステムを動作させるための方法であって、
　該ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要素に関連するサービス
を提供するために使用されるコンフィギュレーション情報、該ホームオートメーションシ
ステムで構成されたシーン、又は該ホームオートメーションシステムの１つ以上のハード
ウェア要素の現在の状態を示すシステム状態情報のうちの少なくとも１つを格納するホー
ムデータベースを該ホームオートメーションシステムのホストコントローラで維持し、
　該ホームデータベースをインターネットを介してクラウドサービスのコンフィギュレー
ションデータベースと同期させ、
　該ホームオートメーションシステムを構成し及び／又は制御するために使用されるモバ
イルアプリケーションをモバイルデバイス上で実行し、該モバイルアプリケーションが、
宅内ローカルエリアネットワーク（LAN）を介して前記ホストコントローラと対話するこ
と及びインターネットを介して前記クラウドサービスと対話することにより該ホームオー
トメーションシステムに対するユビキタスアクセスを提供することが可能なものであり、
　前記モバイルアプリケーションと前記ホストコントローラとの間に前記宅内LANを介し
た接続が存在する場合に、該ホームオートメーションシステムに関するデータ対話を該宅
内LANを介して該モバイルアプリケーションと該ホストコントローラの前記ホームデータ
ベースとの間で行い、及び、
　該モバイルアプリケーションと該ホストコントローラとの間に該宅内LANを介した接続
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が存在しない場合に、該ホームオートメーションシステムに関するデータ対話をインター
ネットを介して該モバイルアプリケーションと前記クラウドサービスの前記コンフィギュ
レーションデータベースとの間で行う、
ホームオートメーションシステムを動作させるための方法。
【請求項２】
　前記データ対話が、前記ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要
素に関連するサービスを制御する制御コマンドを前記モバイルアプリケーションから提供
することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データ対話が、前記モバイルアプリケーションを使用して前記ホームオートメーシ
ョンシステムにおける１つ以上のシーンを定義することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記データ対話が、前記ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要
素の状態の変化を記述する状態変化通知を前記モバイルアプリケーションにおいて受信す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記データ対話が、前記モバイルアプリケーションのホームオートメーション制御ユー
ザインタフェイス（UI）に表示するための情報を読み出すことを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記ホストコントローラがリセットされ又は交換されたことを検出し、及び、
　前記ホームデータベースを前記クラウドサービスの前記コンフィギュレーションデータ
ベースと同期させることにより、前記リセットされ又は交換された前記ホストコントロー
ラの前記ホームデータベースを復元させる
ことを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記コンフィギュレーション情報が、前記ハードウェア要素が関連付けられている部屋
、又は該ハードウェア要素のその他のハードウェア要素との１つ以上の相互接続のうちの
少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ホストコントローラのコンフィギュレーションエンジンにより、前記コンフィギュ
レーション情報と１つ以上のサービスを提供するために必要となる能力を定義する一組の
規則とを使用して該１つ以上のサービスを提供するよう前記ホームオートメーションシス
テムを構成する
ことを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記コンフィギュレーションエンジンにより行われる前記構成が、
　前記ホームオートメーションシステムの個々のハードウェア要素の能力を決定し、
　該ホームオートメーションシステムの該ハードウェア要素を介した接続経路に沿って利
用可能な能力の順序付けされたリストを蓄積し、及び、
　該蓄積された順序付けされたリストを、前記サービスを提供するために必要となる能力
を定義する前記一組の規則と比較する
ことを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記コンフィギュレーションエンジンにより行われる前記構成が、
　前記比較からの一致に基づき、前記ホームオートメーションシステムにより提供するこ
とができる可能なサービスのリストを決定する
ことを更に含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記コンフィギュレーションエンジンにより行われる前記構成が、
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　ユーザの嗜好に基づいて前記可能なサービスのリストをフィルタリングしてサービスの
最終的なリストを生成し、及び、
　該サービスの最終的なリストのサービスに関する情報を前記ホームデータベースに格納
する
ことを更に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ホームオートメーションシステムで動作するよう構成されたモバイルデバイスであって
、
　タッチセンサ式表示画面と、
　プロセッサと、
　該プロセッサ上で実行することが可能なソフトウェアを格納したメモリであって、該ソ
フトウェアが、前記ホームオートメーションシステムに対するユビキタスアクセスを提供
することが可能なモバイルアプリケーションを含み、該モバイルアプリケーションがその
実行時に、
　　該モバイルアプリケーションと、ホームデータベースを維持する前記ホームオートメ
ーションシステムのホストコントローラとの間で、宅内ローカルエリアネットワーク（LA
N）を介した接続を確立し、
　　該モバイルアプリケーションと、前記ホームデータベースと同期されたコンフィギュ
レーションデータベースを維持するクラウドサービスとの間で、インターネットを介した
接続を確立し、
　　前記ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要素のためのユーザ
により提供されたコンフィギュレーション情報を該モバイルアプリケーションのコンフィ
ギュレーションユーザインタフェース（UI）において受信し、及び該コンフィギュレーシ
ョン情報を前記宅内LANを介して前記ホストコントローラに提供して、前記ホームデータ
ベースにおけるシステムコンフィギュレーションを構築し、
　　該モバイルアプリケーションと前記ホストコントローラとの間に前記宅内LANを介し
た接続が存在する場合に、前記システムコンフィギュレーションに関するデータ対話を該
宅内LANを介して該モバイルアプリケーションと該ホストコントローラとの間で行い、及
び、
　　該モバイルアプリケーションと該ホストコントローラとの間に前記宅内LANを介した
接続が存在しない場合に、前記システムコンフィギュレーションに関するデータ対話をイ
ンターネットを介して該モバイルアプリケーションと前記クラウドサービスとの間で行う
よう動作する、メモリと
を備えている、ホームオートメーションシステムで動作するよう構成されたモバイルデバ
イス。
【請求項１３】
　前記データ対話が、前記ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要
素に関連するサービスを制御する制御コマンドを前記モバイルアプリケーションから提供
することを含む、請求項１２に記載のモバイルデバイス。
【請求項１４】
　前記データ対話が、前記モバイルアプリケーションを使用して前記ホームオートメーシ
ョンシステムにおける１つ以上のシーンを定義することを含む、請求項１２に記載のモバ
イルデバイス。
【請求項１５】
　前記データ対話が、前記ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要
素の状態の変化を記述する状態変化通知を前記モバイルアプリケーションで受信すること
を含む、請求項１２に記載のモバイルデバイス。
【請求項１６】
　前記データ対話が、前記モバイルアプリケーションのホームオートメーション制御ユー
ザインタフェース（UI）に表示するための情報を読み出すことを含む、請求項１２に記載
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のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記コンフィギュレーション情報が、前記ハードウェア要素が関連付けられている部屋
、又は該ハードウェア要素のその他のハードウェア要素との１つ以上の相互接続のうちの
少なくとも１つを含む、請求項１２に記載のモバイルデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般にホームオートメーションシステムに関し、より詳細にはクラウド同期
を利用したホームオートメーションシステムのためのアーキテクチャに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホームオートメーションシステムは、住宅環境及び商用環境の両方でますます普及しつ
つある。かかるシステムは、照明装置、セキュリティ装置、オーディオ／ビデオ（A/V）
装置、冷暖房空調（HVAC）装置、及び／又はその他の種類の装置を含む多種多様な装置を
制御し、かかる装置間でデータ交換を行い、又はそれら装置間でその他の対話を行うこと
が可能なものである。
【０００３】
　一般に、ホームオートメーションシステムの能力を利用するには、コンフィギュレーシ
ョン手順を実行しなければならない。該コンフィギュレーション中に、ユーザは、サービ
スを可能にするために必要とされる複数の装置のための特定のコンフィギュレーション情
報を提供し、アクティブにされた際に複数の装置を所定の態様で制御する様々なシーンを
定義し、複数の所定のイベントに応じて複数のサービス又はシーンをアクティブにする様
々なトリガを定義する、といったことが可能である。かかる情報は、該ホームオートメー
ションシステムのコントローラの内部記憶装置にシステムコンフィギュレーションの一部
として格納することが可能である。システムの稼働中に生成される付加的な情報を該コン
トローラの該内部記憶装置に格納することも可能である。例えば、該ホームオートメーシ
ョンシステムの複数の装置及び該コントローラ自体の現在の状態を記述するシステム状態
情報を維持することが可能である。
【０００４】
　従来、コントローラが故障してリセット（例えば、工場出荷時設定へのリセット）又は
新しいユニットへの交換が必要となった場合、その内部記憶装置に保持されているシステ
ムコンフィギュレーションその他のあらゆる情報が失われることになる。ユーザ（又は有
料インストール要員）は、システムを完全に再構成しなければらならず、動作を回復させ
るために、装置のコンフィギュレーション情報を再び提供し、複数のシーンを定義する、
といったことが必要となる。
【０００５】
　更に、通常の動作中に、従来のホームオートメーションシステムのユーザは、典型的に
は、ワイヤレス接続（例えば、赤外線（IR）、無線周波数（RF）、ローカルエリアネット
ワーク（LAN）など）を介してコントローラと通信する宅内装置（例えば、リモコン）上
に提示されるユーザインタフェイス（UI）を使用して該システムを制御する。該宅内装置
は、ユーザがサービスを制御すること、シーンをアクティブにし及び／又は変更すること
、並びに該システムとのその他のタイプの対話を実行することを可能にするために、前記
コントローラ内に格納された情報の少なくとも一部にアクセスし及び／又はそれを変更す
ることが可能である。しかし、典型的には、かかる宅内装置（例えば、リモコン）は、家
から離れているときに使用することはできない。
【０００６】
　ホームオートメーションシステムによってはモバイルデバイス上で遠隔制御を提供する
ものがあるが、かかるホームオートメーションシステムは典型的には多くの欠点を有する
。一般に、ユーザエクスペリエンスは、家にいるときと遠隔地にいるときとでは顕著に異
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なり、それぞれ異なる機能が提供され、及び同様の機能が顕著に異なる視覚的外観で提示
されるようになる。更に、遠隔制御を提供するために使用されるアーキテクチャは、動作
上の欠点を導入し得るものとなる。アーキテクチャによっては、コントローラが接続され
る宅内ネットワークを保護するよう動作可能なファイアウォールを介した、モバイルデバ
イスからコントローラへのインターネットを介した直接アクセスを可能にするものがある
。この種の直接アクセスは、望ましくないセキュリティ上の脆弱性を導入し得るものであ
る。他のアーキテクチャでは、情報記憶装置をクラウドに完全に移動させ、モバイルデバ
イスがインターネットを介してクラウドベースのアプリケーションと専ら通信し、次いで
該クラウドベースのアプリケーションがインターネットを介してホームオートメーション
システムの各装置と通信するようになっている。しかし、この種の完全なクラウド制御は
、望ましくないレイテンシと信頼性の低下を招き得るものとなる。モバイルデバイスが家
の中に配置されて高速の宅内ネットワークにアクセスする場合であっても、かかるアーキ
テクチャは一般に、インターネットを介してクラウドにメッセージを送り返し、情報交換
の遅延を助長させるものとなる。同様に、インターネット接続が失われた場合には、ユー
ザは、該ユーザが家に居て宅内ネットワークに接続している場合であっても、ホームオー
トメーションシステムと対話することができなくなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、データ損失に対する保護を提供し、及び以前のアーキテクチャで利用可能
であったものよりも効果的かつ効率的な遠隔制御を可能とする、ホームオートメーション
システムのための新しいアーキテクチャが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　家の中にあるホストコントローラに格納されたホームデータベースを利用したクラウド
同期アーキテクチャの一実施形態が提供され、該ホームデータベースは、遠隔クラウドサ
ービスにより維持されるコンフィギュレーションデータベースと同期される。モバイルデ
バイス上で実行されているモバイルアプリケーション（app）は、家の中に位置している
とき（例えば、宅内LAN（例えば、Wi-Fiネットワーク）に接続できる場合）には、該宅内
LANを介してホストコントローラと対話し、及び遠隔地にある場合（例えば、宅内LANに接
続できないがインターネットに接続できる場合など）には、クラウドサービスと対話する
ことが可能であり、これによりホームオートメーションシステムに対するユビキタスアク
セスが提供される。これは、冗長性を提供し、ホストコントローラのリセット又は置換が
必要となった場合に、クラウドサービスにより維持されているコンフィギュレーションデ
ータベースからホームデータベースを復元することが可能となる。家の中では、宅内LAN
を使用することにより、レイテンシが短縮され、及びインターネット接続上の問題にかか
わらず通信が確保されるため、応答性と信頼性が向上する。更に、遠隔地にいる場合に宅
内へのセキュアなゲートウェイを提供し、宅内ネットワークの脆弱性を最小限に抑えるこ
とが可能となる。
【０００９】
　例示的な一実施形態では、ホームオートメーションシステムのホストコントローラは、
該ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要素に関連するサービスを
提供するために使用されるコンフィギュレーション情報、該ホームオートメーションシス
テムにおいて構成されたシーン、又は該ホームオートメーションシステムの１つ以上のハ
ードウェア要素の現在の状態を示すシステム状態情報のうちの少なくとも１つを格納する
ホームデータベースを維持する。該ホストコントローラは、該ホームデータベースを、イ
ンターネット上のクラウドサービスのコンフィギュレーションデータベースと同期させる
。ホームオートメーションシステムの構成及び／又は制御を行うために使用されるモバイ
ルデバイス上の実行中のモバイルアプリケーション（app）とホストコントローラとの間
に宅内LANを介した接続が存在する場合、該ホームオートメーションシステムに関するデ
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ータ対話は、該モバイルアプリケーションと該ホストコントローラとの間で宅内LANを介
して行われる。モバイルアプリケーションとホストコントローラとの間に宅内LANを介し
た接続が存在しない場合には、該ホームオートメーションシステムに関するデータ対話は
、該モバイルアプリケーションと前記クラウドサービスとの間でインターネットを介して
行われる。
【００１０】
　代替的な実施形態では、ホームオートメーションシステムのホストコントローラは、該
ホームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要素に関連するサービスを提
供するために使用されるコンフィギュレーション情報、該ホームオートメーションシステ
ムにおいて構成されるシーン、又は該ホームオートメーションシステムの１つ以上のハー
ドウェア要素の現在の状態を示すシステム状態情報のうちの少なくとも１つを格納するホ
ームデータベースを維持する。該ホストコントローラは、該ホームデータベースをインタ
ーネットを介してクラウドサービスのコンフィギュレーションデータベースと同期させる
。その後、ホストコントローラがリセットされ又は故障して交換される可能性がある。ク
ラウドサービスのソフトウェアは、該ホストコントローラがリセットされ又は交換された
ことを検出し、該クラウドサービスのコンフィギュレーションデータベースをインターネ
ットを介してホームデータベースと同期させることにより、該リセットされ又は交換され
たホストコントローラのホームデータベースを復元させる。
【００１１】
　ここで論じたもの以外の様々な更なる特徴及び代替的な実施形態を実施することが可能
であることが理解されよう。上記説明は、単に読者に対する簡単な導入を意図したもので
あり、本書で言及した実施形態が本開示の全ての特徴を網羅すること又は本開示の必要な
又は不可欠な側面であることを示し又は示唆するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】複数の装置を制御するよう動作可能なホームオートメーションシステムの例示的
なアーキテクチャを示すブロック図である。
【図２】ホームデータベースに格納されたシステムコンフィギュレーションを構築するた
めに使用することが可能なホストコントローラ上のホストソフトウェアのソフトウェアプ
ロセスを示すブロック図である。
【図３】システムコンフィギュレーションのためのサービスを可能にするためにコンフィ
ギュレーションエンジンにより実行することが可能な例示的な一連のステップを示すフロ
ーチャートである。
【図４】ホームデータベースの例示的な部分的なスキーマであり、システムコンフィギュ
レーションの一部が維持される態様の一例を示している。
【図５Ａ】コンフィギュレーションデータベース及びユーザデータベースの例示的な部分
的なスキーマであり、システムコンフィギュレーション及びユーザデータ等の他の情報が
リモートで維持される態様の一例を示している。
【図５Ｂ】コンフィギュレーションデータベース及びユーザデータベースの例示的な部分
的なスキーマであり、システムコンフィギュレーション及びユーザデータ等の他の情報が
リモートで維持される態様の一例を示している。
【図５Ｃ】コンフィギュレーションデータベース及びユーザデータベースの例示的な部分
的なスキーマであり、システムコンフィギュレーション及びユーザデータ等の他の情報が
リモートで維持される態様の一例を示している。
【図５Ｄ】コンフィギュレーションデータベース及びユーザデータベースの例示的な部分
的なスキーマであり、システムコンフィギュレーション及びユーザデータ等の他の情報が
リモートで維持される態様の一例を示している。
【図６】ホストコントローラのホームデータベースとクラウドサービスのコンフィギュレ
ーションデータベースとの間でのシステムコンフィギュレーションの同期の一例を示す図
である。
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【図７】家の中にいるとき及び遠隔地にいるときのモバイルアプリケーションからのホー
ムオートメーションシステムにおけるシーンの定義の一例を示す図である。
【図８】家の中にいるとき及び遠隔地にいるときにモバイルアプリケーションからホスト
コントローラへ制御コマンドを送信することを示す図である。
【図９】家の中にいるとき及び遠隔地にいるときにホームオートメーションシステムの１
つ以上のハードウェア要素の現在の状態を示すシステム状態情報をホストコントローラか
らモバイルアプリケーションへ送信することを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
●定義
　本書で用いる場合、用語「ホームオートメーションシステム」は、様々なタイプのホー
ム制御、「スマートホーム」、及び／又は家の中の装置（例えば、照明装置、セキュリテ
ィ装置、A/V装置、HVAC装置、電子ドアロック、及び／又はその他のタイプの装置）を制
御することが可能な装置制御システムを包含するものとして広範に解釈されるべきである
。ホームオートメーションシステムは、様々な異なるタイプの装置、又は特定のタイプの
装置のみ（例えば、照明装置のみ、A/V装置のみなど）を制御することが可能である。
【００１４】
　本書で用いる場合、用語「家」とは、様々なタイプの住居及び商業建築を包含するもの
として広範囲解釈されるべきである。「家」とみなすために、建造物が住居である必要は
ない。
【００１５】
　本書で用いる場合、用語「モバイルデバイス」とは、汎用オペレーティングシステムを
実行し及び身に着けて搬送するよう構成された電子的な装置を指す。スマートフォンやタ
ブレットコンピュータ等の装置は、モバイルデバイスと見なすべきものである。デスクト
ップコンピュータ、サーバー、又はその他の主として固定されるコンピューティング装置
は、一般にモバイルデバイスと見なすべきものではない。
【００１６】
　本書で使いる場合、用語「サービス」とは、ホームオートメーションシステムにより提
供されるアクティビティを指し、該アクティビティは、該ホームオートメーションシステ
ムの１つ以上の装置間の対話を含む。１つのサービスは、該アクティビティを提供するた
めに使用される複数の装置間の１つ以上の一意の経路に対応することが可能であるが、必
ずしもそうである必要はない。サービスの一例が、「Cable TV」サービスであり、該サー
ビスは、ケーブルテレビ用チューナとテレビとの間の複数の経路に対応し、該経路を使用
してケーブルテレビ視聴アクティビティが提供される。
【００１７】
　本書で用いる場合、用語「シーン」とは、アクティブにされた際に、ホームオートメー
ションシステムの１つ以上の装置を所定の態様で制御する、一組の命令を指す。シーンの
一例が、「Wake Up（起床）」シーンであり、該シーンは、ユーザの朝の起床時の嗜好に
従って、照明装置を所定レベルに設定し、及びA/V装置上で特定のメディアコンテンツを
再生する。シーンは、ホームオートメーションシステムの最初のコンフィギュレーション
時に又はその後に定義することが可能である。
【００１８】
　本書で用いる場合、「部屋」とは、１つ以上のサービスを提供することが可能な、家の
内部又は家に関連する外部空間を指す。部屋は、単一の物理的な部屋、複数の物理的な部
屋の集合、物理的な部屋の一部、又は外部空間の特定の描写に対応するものとすることが
可能である。
【００１９】
　本書で用いる場合、用語「ハードウェア要素」とは、ホームオートメーションシステム
等の一層大きなシステムの一部となり得る物理的なハードウェアユニットを指す。ホーム
オートメーションシステムのハードウェア要素は、該ホームオートメーションシステムの
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ホストコントローラ、及び該ホストコントローラにより制御される照明装置、A/V装置、
セキュリティ装置、HVAC装置、電子ドアロック、又はその他のタイプの装置といった該ホ
ームオートメーションシステムの複数の装置、又は該ホストコントローラを制御するため
に使用されるリモコンを含むことが可能である。
●ホームオートメーションシステムの一実施形態
　図１は、複数の装置を制御するよう動作することが可能なホームオートメーションシス
テムの例示的なアーキテクチャ100を示すブロック図である。該システムの中心には、宅
内ローカルエリアネットワーク（LAN）150（例えば、Wi-Fiネットワーク）に接続された
ホストコントローラ110がある。該ホストコントローラは、プロセッサ、メモリ、記憶装
置、LANインタフェイス（例えば、Wi-Fiインタフェイス）、及びWPANインタフェイス（例
えば、BLEインタフェイス）といったハードウェア要素、及びその他のハードウェア要素
を含むことが可能である。前記記憶装置は、ホストソフトウェア111を格納することが可
能であり、該ホストソフトウェア111は、その実行時に、後述するクラウド同期のための
技術の一部を実施することが可能なものである。該ホストソフトウェア111はまた、複数
の装置の動作をローカルで監視し及び制御し、システム管理サービスを提供し、アクティ
ビティの記録を提供し、及びその他の機能を実行することが可能である。該記憶装置は更
に、宅内LAN150を介したモバイルアプリケーション162との通信をサポートするために使
用されるモバイルアプリケーションプログラムインタフェイス（API）135を格納すること
が可能である。更に、該記憶装置は、（ホームオートメーションシステムにおいて構成さ
れた複数のシーン、該ホームオートメーションシステムの複数の装置の現在の状態を示す
システム状態情報などを含む）システムコンフィギュレーション並びにその他の情報を維
持するよう構成されたホームデータベース130を格納することが可能である。
【００２０】
　ホームオートメーションシステムの装置112-122は、照明コントローラ、ランプモジュ
ール、調光モジュール、スイッチ、キーパッド、ファンコントローラ等の照明装置112、
ホームモニタ／カメラ、モーションセンサ、ホームヘルスケアセンサ、及びそれらに関連
するコントローラ等のセキュリティ装置114、A/V装置コントローラ、赤外線（IR）ブラス
タ、マトリクススイッチャ、メディアサーバ、オーディオアンプ、ケーブルTV用チューナ
、テレビ等のオーディオ装置116及びビデオ装置118（包括的にA/V装置と称す）、電子ド
アロック120及びその他のタイプのモータ又はリレー作動式装置、サーモスタット等のHVA
C装置122、並びにその他のタイプの装置を含むことが可能である。更に、リモコン124を
配設することが可能である。該リモコンは、ホームオートメーション制御UIを提供するこ
とが可能であり、ユーザは、装置112-122に対する制御コマンドをホストコントローラ110
に発行させるための入力を該ホームオートメーション制御UIで提供することが可能である
。本書での説明のため、リモコン124は、ホームオートメーションシステムの装置の１つ
とみなすことが可能である。
【００２１】
　実施態様に応じて、ホームオートメーションシステムの装置112-124の通信能力は変化
し得る。例えば、それら装置の少なくとも幾つかは、それら装置が宅内LAN150又はWPAN（
例えば、BLE）を介してホストコントローラ110その他の装置と通信することを可能にする
LANインタフェイス（例えば、Wi-Fiインタフェイス）及びWPANインタフェイス（例えば、
BLEインタフェイス）を含むことが可能である。同様に、複数の装置の一部は、宅内LAN15
0を介してホストコントローラ110その他の装置と通信するためのLANインタフェイス（例
えば、Wi-Fiインタフェイス）のみを含むことが可能である。更に別の装置は、有線通信
又は二点間無線通信のためのポート又は送受信器（例えば、RS-232ポート、赤外線（IR）
送受信器、リレー制御ポート、汎用入出力（GPIO）ポートなど）のみを有し、かかるポー
トを使用してホストコントローラ110その他の装置と通信することが可能である。更に、
装置によっては、LANインタフェイス（例えば、Wi-Fiインタフェイス）を含むが、宅内LA
N150を介してホストコントローラ110と直接通信を行わず、最初にサードパーティ装置の
クラウドサービス199と通信するよう構成することが可能である。図１では、HVAC装置122
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は、上述のように通信することが可能な特定のタイプの装置の一例として示されているが
、他のタイプの装置が代替的にこの通信方法を用いることが可能であること（逆も又同様
）が理解されよう。
【００２２】
　通信は、とりわけ、リモコン124（一般に家の中でのみ使用されるもの）上で提供され
るホームオートメーション制御UIにおいてユーザにより選択されたサービス及びシーンを
実施するために使用することが可能である。家の中又は遠隔地の両方でサービス及びシー
ンを制御するために、ホームオートメーションシステムはモバイルデバイス160を使用す
ることが可能である。モバイルデバイス160は、プロセッサ、メモリ、及び記憶装置、表
示画面（例えば、タッチセンサ式ディスプレイ）、LANインタフェイス（例えば、Wi-Fiイ
ンタフェイス）、WPANインタフェイス（例えば、BLEインタフェイス）、セルラーブロー
ドバンドインタフェイス（例えば、4G LTE（Long-Term Evolution）インタフェイス）と
いったハードウェア要素、並びにその他のハードウェア要素を含むことが可能である。モ
バイルデバイス160は、モバイルアプリケーション162を実行することが可能であり、該モ
バイルアプリケーション162は、WPAN（例えば、BLE）を使用したプロビジョニング中に及
び宅内LAN150（例えば、Wi-Fi）を使用しているそれ以外のときにホストコントローラ110
と対話するように構成され、及び（セルラーブロードバンドインタフェイス又はLANを介
して）インターネット170を使用してクラウドサービス180と対話するよう構成されている
。該モバイルアプリケーション162は、ホームオートメーションシステムのホストコント
ローラ110及び複数の装置112-124（包括的にハードウェア要素と称す）のプロビジョニン
グを行い、ハードウェア要素のコンフィギュレーションを行い、及びシーンを定義する、
といったことのために使用することが可能なコンフィギュレーションUIを提供することが
可能である。モバイルアプリケーション162は更に、サービスを制御し、既に定義された
シーンをアクティブにする、といったことのためにホームオートメーションシステムの稼
働中に使用することが可能なホームオートメーション制御UIを提供することが可能である
。
【００２３】
　クラウドサービス180は、ホストコントローラ110との通信をサポートするホストAPI182
、及びモバイルアプリケーション162との通信をサポートするモバイルAPI184を提供する
ことが可能である。以下で一層詳細に説明するように、コンフィギュレーションデータベ
ース186は、クラウドサービス180によって維持され、該クラウドサービス180は、ホーム
オートメーションシステムのシステムコンフィギュレーション及び更なる情報を格納し、
及びホストコントローラ110のホームデータベース130と同期される。更に、クラウドサー
ビス180は、ホームオートメーションシステムに関連するユーザデータ及びパーミッショ
ンのための主記憶場所であるユーザデータベース188を維持することが可能である。ビデ
オサービス192、REST（Representational State Transfer）サービス194、及びメッセー
ジングサービス196を含む様々なサービスプラットフォームを利用して、数ある機能の中
でもとりわけ、メディアコンテンツへのアクセス、同期及びリモートアクセス、イベント
通知、及びユーザID管理を提供することが可能である。サードパーティアダプタ190は、
サードパーティのトランザクションサービス198（例えば、メール、クラッシュログ、分
析、支払い、同意（consent）メタデータ、ライセンス、支払い等を管理することが可能
なサービス）、並びに上述したようなホームオートメーションシステムの特定の装置122
と直接対話することが可能なサードパーティ装置のクラウドサービス199に対するインタ
フェイスを提供することが可能である。
●ホームデータベースにおけるシステムコンフィギュレーションの生成及び格納
　図２は、ホームデータベース130に格納されるシステムコンフィギュレーションを構築
するために使用することが可能なホストコントローラ110上のホストソフトウェア111のソ
フトウェアプロセスを示すブロック図200である。コンフィギュレーションインタフェイ
ス210は、モバイルアプリケーション162により提示されるコンフィギュレーションUIから
ユーザにより提供されたコンフィギュレーション情報（例えば、装置が関連付けられてい
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る部屋、他の装置に対する１つ以上の相互接続など）を受信することが可能である。更に
、装置112-124とのWPAN（例えば、BLE）又は宅内LAN150による通信を介した発見（discov
ery）プロセス220により、発見可能な（discoverable）コンフィギュレーション情報を決
定することが可能である。該コンフィギュレーション情報は、コンフィギュレーションイ
ンタフェイス210及び発見プロセス220からコンフィギュレーションエンジン230へ伝達す
ることが可能である。該コンフィギュレーションエンジン230は、該コンフィギュレーシ
ョン情報を使用して、ホームオートメーションシステムの完全なビューを提供するシステ
ムコンフィギュレーションを生成し又は更新することが可能である。該システムコンフィ
ギュレーションは、該システムコンフィギュレーションによって可能となるサービス、ホ
ームオートメーションシステムにおいて構成されたシーン、ホームオートメーションシス
テムの現在の状態を示すシステム状態情報などを記述する他の情報と共に、ホームデータ
ベース130に格納することが可能である。
【００２４】
　ホームオートメーションシステムの稼働中に、ユーザは、ホストコントローラ110上の
制御プロセス240と通信するモバイルアプリケーション162により提供されるホームオート
メーション制御UIを使用することが可能である。該制御プロセス240は、ユーザの意図を
決定し、その後、装置112-122に適当な制御コマンドを発行して、システムコンフィギュ
レーションにより可能にされたサービス、シーン等をアクティブにする。
【００２５】
　図３は、システムコンフィギュレーションのためのサービスを可能にするためにコンフ
ィギュレーションエンジン230により実行することが可能な例示的な一連のステップ300を
示すフローチャートである。ステップ310で、ホームオートメーションシステムの装置112
-124のためのコンフィギュレーション情報を受信した際に、コンフィギュレーションエン
ジン230は、個々の装置の能力を（例えば、その種の装置の装置プロファイルを参照する
ことにより）決定することが可能である。ステップ320で、コンフィギュレーションエン
ジン230は、複数の装置間の相互接続の指示に基づき、ホームオートメーションシステム
を介した接続経路に沿って利用可能な全ての機能の順序付けされたリストを蓄積すること
が可能である。ステップ330で、コンフィギュレーションエンジン230は、蓄積された順序
されたリストを、サービスを提供するために必要とされる能力を定義する一組の規則と比
較し、その一致に基づき、ホームオートメーションシステムにより提供することができる
可能なサービスのリストを決定する。ステップ340で、コンフィギュレーションエンジン2
30は、（例えば、モバイルアプリケーション162のコンフィギュレーションUIにユーザに
より提供される）ユーザの嗜好に基づいて該可能なサービスのリストをフィルタリングし
て、サービスのリストを生成することが可能である。次いで、ステップ350で、該リスト
上の各サービス毎に、コンフィギュレーションエンジン230は、各要素の能力に基づいて
該サービスに送信することができる一組のコマンドを決定することが可能である。該サー
ビスのリスト及び該コマンドのリストは、ホームデータベース130に格納することが可能
である。
【００２６】
　図４は、ホームデータベース130の例示的な部分的なスキーマ400であり、システムコン
フィギュレーションの各部が維持される態様の一例を示している。この例では、関係リン
ク（relationship links）は省略されている。スキーマ400は複数のエンティティを含む
。例えば、要素エンティティ410は、ホームオートメーションシステムの装置112-124を表
すことが可能であり、及び装置の名称及びタイプ、装置が関連付けられている部屋、装置
の製造及びモデル、並びに該装置を制御するホストコントローラ等を記述する属性を含む
ことが可能である。部屋エンティティ420は、機器が関連付けられている部屋を表すこと
が可能であり、及び部屋の名称及びタイプ、部屋に関連付けられているスイッチング装置
、及び部屋に関連付けられている表示装置などの属性を含むことが可能である。更に、要
素接続エンティティ430は、ホームオートメーションシステムの装置とそれとは別の装置
との間の接続を表すことが可能であり、とりわけ、出所識別子及び宛先識別子などの属性
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を含むことが可能である。スキーマ400には様々な他のエンティティを提供することも可
能である。
●クラウド同期及びリモートアクセス
　ホストコントローラ130は、システムコンフィギュレーションを含むホームデータベー
ス130を、インターネット170を介してクラウドサービスのコンフィギュレーションデータ
ベース186と同期させることが可能である。永続的なリモートバックアップを作成するこ
とにより、ホストコントローラ110のリセット（例えば、工場出荷時設定へのリセット）
又はホストコントローラの故障及び新しいユニットへの交換が生じた際に、ホームデータ
ベースを復元させることが可能となる。
【００２７】
　図５Ａ－５Ｄは、コンフィギュレーションデータベース186及びユーザデータベース188
の例示的な部分的なスキーマ500であり、システムコンフィギュレーション並びにユーザ
データ等の他の情報をリモートで維持することができる態様の一例を示している。この例
では、関係リンクは省略されている。スキーマ500は、ホームコンフィギュレーションを
格納するための複数のエンティティ（例えば、ホームデータベース130で維持されるエン
ティティに直接対応する要素エンティティ510及び部屋エンティティ520）を含む。スキー
マ500はまた、ホームデータベースで維持される情報に基づいて拡張するエンティティ（
例えば、ホームオートメーションシステムのホストコントローラ110を表すホストエンテ
ィティ530、及びホームオートメーションに関連付けられた家を表すホームエンティティ5
40など）を含むことが可能である。更に、スキーマ500は、ホームオートメーションシス
テムのユーザ及びそのパーミッションを記述するユーザデータを格納するエンティティ（
例えば、ユーザエンティティ550）を含むことが可能である。スキーマ500には様々な他の
エンティティを提供することも可能である。
【００２８】
　図６は、ホストコントローラ110のホームデータベース130とクラウドサービス180のコ
ンフィギュレーションデータベース186との間におけるシステムコンフィギュレーション
の例示的な同期を示す図600である。システムコンフィギュレーションの構築又は更新の
ために使用されるコンフィギュレーション情報は、最初に（例えば、WebSocket接続を介
して）宅内LAN150を介してモバイルアプリケーション162から受信され、及びホストコン
トローラ110により使用されて、ホームデータベース130で維持されるシステムコンフィギ
ュレーションが構築され又は更新される。この動作の後、該ホームデータベース130は、
（例えば、RESTを使用して）インターネット170を介してコンフィギュレーションデータ
ベース186と同期することが可能である。システムコンフィギュレーションに対して追加
の更新が行われた場合には、同様の同期を実行して、ホームデータベース130及びコンフ
ィギュレーションデータベース186の両方が同期状態を維持するようにすることが可能で
ある。その後の何らかの時点で、ホストコントローラ110に、リセット（例えば、工場出
荷時設定へのリセット）又は新しいユニットとの交換を必要とする故障が生じる可能性が
ある。システムコンフィギュレーションが欠如したホームデータベース130が検出された
ことに応じて、該ホームデータベース130を（例えば、RESTを使用して）インターネット1
70を介してコンフィギュレーションデータベース186と再度同期させることが可能であり
、この場合には、データが逆方向に流れてホームデータベース130内のシステムコンフィ
ギュレーションが復元される。
【００２９】
　故障発生というシナリオでシステムコンフィギュレーションの復元を可能にすることに
加えて、ホームデータベース130とコンフィギュレーションデータベース186との間の同期
は、ホームオートメーションシステムとの他のタイプのデータ対話を容易にし、家にいる
（例えば、宅内LAN150に接続できる）場合と遠隔地にいる（例えば、宅内LAN150に接続す
ることはできないがインターネット170を使用している）場合とでユビキタスアクセスを
提供するものとなる。同様に、クラウドソリューションのみの場合よりも応答性及び信頼
性が向上する。これは、家の中での動作が、インターネットメッセージングの遅延なしで
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実行され、及びインターネットの接続状態とは無関係に実行することが可能であるからで
ある。更に、ホストコントローラへの直接的なインターネットアクセスを可能にするソリ
ューションよりもセキュリティを強化することが可能となる。これは、クラウドサービス
が、ホームオートメーションシステムのハードウェア要素にアクセスするための単一のセ
キュアなゲートウェイを提供することが可能であるからである。
【００３０】
　図７は、家の中にいる（例えば、宅内LAN150に接続している）場合、及び遠隔地にいる
（例えば、宅内LAN150には接続できないがインターネット170を使用している）場合に、
モバイルアプリケーション162からホームオートメーションシステムにおけるシーンを定
義することの一例を示す図700である。家の中にいる場合、シーンは、（例えば、WebSock
et接続を介して）ホストコントローラ110で宅内LAN150を介してモバイルアプリケーショ
ン162から受信してホームデータベース130に格納することが可能である。次いで、該ホー
ムデータベース130を（例えば、WebSocket接続を使用して）インターネット170を介して
コンフィギュレーションデータベース186と同期させて、その両データベースが利用可能
な複数のシーンの同一のライブラリを有するようにすることが可能である。遠隔地にいる
場合には、クラウドサービス180でインターネット170を介してモバイルアプリケーション
162からシーンを受信してコンフィギュレーションデータベース186に格納することが可能
である。次いで該コンフィギュレーションデータベース186をインターネット170を介して
（例えば、WebSocket接続を使用して）ホームデータベース130と同期させることが可能で
ある。何れの場合にも、モバイルアプリケーション162上でシーンを定義するためのユー
ザエクスペリエンスを同一にすることが可能となり、これにより、ユーザは、（例えば、
宅内LAN150に接続できる）家の中と（例えば、宅内LAN150に接続できないがインターネッ
ト170を使用している）遠隔地とで操作上の違いに気づくことがなくなる。
【００３１】
　図８は、家の中にいる（例えば、宅内LAN150に接続できる）とき及び遠隔地にいる（例
えば、宅内LAN150に接続できないがインターネット170を使用している）ときにモバイル
アプリケーション162からホストコントローラ110へ制御コマンドを送信することを示す図
800である。家の中にいるときには、ホームオートメーションシステムのサービス、シー
ン、又はその他の機能をアクティブにし、非アクティブにし、又はその他の対話を行うた
めの制御コマンドを（ホームオートメーション制御UIにおけるユーザ入力に応じて）モバ
イルアプリケーション162から宅内LAN150を介して（例えば、WebSocket接続を介して）ホ
ストコントローラ110へ発行することが可能である。次いで、ホストコントローラ110は、
ホームデータベース130内のシステムコンフィギュレーションにアクセスして、該制御コ
マンドの実行に関する情報を決定して、未決のサービス、シーン、又はその他の機能を実
施するよう装置112-122を適切に制御する。遠隔地にいる場合には、クラウドサービス180
でインターネット170を介して（例えば、WebSocket接続を介して）モバイルアプリケーシ
ョン162からの制御コマンドを受信することが可能である。次いで、該制御コマンドを（
例えば、WebSocket接続を使用して）インターネット170を介してホストコントローラ110
へ転送することが可能であり、該ホストコントローラ110は、上記と同様に動作すること
が可能である。この場合も、モバイルアプリケーション162の観点からすれば、ユーザエ
クスペリエンスは同一とすることが可能であり、これにより、ユーザは、家の中にいる（
例えば、宅内LAN150に接続できる）ときと、遠隔地にいる（例えば、宅内LAN150には接続
できないがインターネット170を使用している）ときとで動作上の差異に気づくことがな
くなる。
【００３２】
　図９は、家の中にいる（例えば、宅内LAN150に接続できる）場合、及び遠隔地にいる（
例えば、宅内LAN150には接続できないがインターネット170を使用している）場合に、ホ
ームオートメーションシステムの１つ以上のハードウェア要素の現在の状態を示すシステ
ム状態情報をホストコントローラ110からモバイルアプリケーション162へ送信することを
示す図900である。家の中にいる場合には、システム状態情報は、ホストコントローラ110
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62へ転送することが可能である。遠隔地にいる場合には、システム状態情報は、インター
ネット170を介して（例えば、WebSocket接続を介して）クラウドサービス180へ転送され
、次いで該クラウドサービス180によりインターネット170を介して（例えば、WebSocket
接続を介して）モバイルアプリケーション162へ転送されることが可能である。他のタイ
プのデータ対話と同様に、モバイルアプリケーション162の観点からすれば、ユーザエク
スペリエンスを同一にすることが可能である。
【００３３】
　ホームオートメーションシステムへ情報を転送するため、又はホームオートメーション
システムからモバイルアプリケーション162へ（例えば、その制御UIで表示するために）
情報を転送するために、本書で説明するクラウド対応アーキテクチャによって多種多様な
他のタイプの宅内及び遠隔地でのデータ対話を容易にすることが可能となることを理解さ
れたい。システムコンフィギュレーション、シーン、制御コマンド、及びシステム状態情
報は、データ対話の単なる例示に過ぎないものである。
●結論
　ホームオートメーションシステムのための上述のクラウド同期アーキテクチャは、様々
な応用及び変更をなし得るものであることを理解されたい。上述の実施形態は、照明装置
、セキュリティ装置、A/V装置、電子ドアロック、HVAC装置などの様々な異なるタイプの
装置を含むホームオートメーションシステムを含むことが可能であるが、その技術は、よ
り限定されたタイプのホームオートメーションシステムでの使用に適応させることが可能
であることを想起されたい。例えば、その技術は、照明制御（すなわち、照明制御システ
ム）のみを提供するホームオートメーションシステム、A/V制御（すなわち、A/V制御シス
テム）のみを提供するホームオートメーションシステムなどで使用することが可能である
。
【００３４】
　特定の動作が家の中又は家から離れた場所で発生し、及び特定のハードウェア要素が家
の中又は家から遠れた場所に配置されていることが上記で説明されているが、この技術は
住居及び商業施設の両方に適用可能なものであり、「家」と称した場合、これは、様々な
タイプの住居用及び商業用の建造物を包含する。
【００３５】
　更に、上述したように様々なソフトウェアプロセスを特定の装置（例えば、ホストコン
トローラ110、モバイルデバイス160など）上で実行することが可能であるが、ソフトウェ
アプロセスは、クラウドサービス180の一部としてのクラウドベースのハードウェアを含
む様々なハードウェア上で実行することが可能であることを理解されたい。
【００３６】
　更に、ソフトウェアで実施される上述の機能の少なくとも一部をハードウェアで実施す
ることが可能であることを理解されたい。一般に、機能は、ソフトウェア、ハードウェア
、又はそれらの様々な組み合わせで実施することが可能である。ソフトウェアによる実施
形態は、揮発性メモリ又は持続性メモリ、ハードディスク、コンパクトディスク（CD）、
又はその他の有形の媒体などの非一時的な電子装置読み出し可能媒体（例えば、非一時的
なコンピュータ読み取り可能媒体）に格納された電子装置実行可能命令（例えば、コンピ
ュータ実行可能命令）を含むことが可能である。ハードウェアによる実施形態は、論理回
路、特定用途向け集積回路、及び／又はその他のタイプのハードウェア要素を含むことが
可能である。更に、ソフトウェア／ハードウェアの組み合わせによる実施形態は、非一時
的な電子装置読み取り可能媒体に格納された電子装置実行可能命令、並びに１つ以上のハ
ードウェア要素（例えばプロセッサ、メモリなど）の両方を含むことが可能である。とり
わけ、上記実施形態は単なる例示として解釈されることを意図したものであることを理解
されたい。
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